
JP 5773669 B2 2015.9.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示中に複数の設定項目を当該画像上に重畳して表示する第１の画面、あるいは前
記画像を非表示の状態で前記複数の設定項目を表示する第２の画面を表示手段に表示する
ように制御する表示制御手段と、
　前記第１の画面及び前記第２の画面のいずれかを前記表示手段に表示している場合に、
前記複数の設定項目のうち、少なくとも１つの設定項目を選択する選択手段と、
　前記第１の画面を表示している場合は、前記選択手段により選択された少なくとも１つ
の設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記第１の画面に第１の
時間だけ重畳して表示するように制御し、
　前記第２の画面を表示している場合は、前記選択手段により選択された少なくとも１つ
の設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記第２の画面に前記第
１の時間よりも短い第２の時間だけ、少なくとも他の表示物の一部に重畳して表示するよ
うに制御する制御手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第２の画面に前記ガイダンス表示を重畳して表示する場合、前記
第２の画面を構成する前記複数の設定項目のうち、前記選択された少なくとも１つの設定
項目を除く、少なくとも１つの設定項目を遮蔽して前記ガイダンス表示を重畳するように
制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
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　前記表示制御手段は、前記第２の画面における前記複数の設定項目を、前記第１の画面
における前記複数の設定項目よりも大きく表示するように制御することを特徴とする請求
項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記画像は、記録媒体に記録された画像であることを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　被写体を撮像する撮像手段をさらに備え、
　前記画像は、前記撮像手段により撮像されたスルー画像であることを特徴とする請求項
１乃至３の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記画像において主被写体の領域を検出する検出手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記第１の画面に前記ガイダンス表示を重畳して表示する場合、前記
検出手段により検出された前記画像の主被写体の領域を遮蔽せずに前記ガイダンス表示を
重畳するように制御することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１の画面を表示している場合に表示する前記ガイダンス表示は
、前記第２の画面を表示している場合よりも小さく表示するように制御することを特徴と
する請求項１乃至６の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記ガイダンス表示がなされてからユーザによって当該ガイダンス表
示が消されるまでの時間が長い、あるいは１つの設定項目についてのガイダンス表示を表
示させる回数が多い場合は、当該設定項目のガイダンス表示の表示時間が長くなるように
制御することを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記第１の画面を表示している場合と前記第２の画面を表示している
場合のそれぞれにおいて、ユーザにより設定されたシャッタスピードの設定が短い場合は
、シャッタスピードの設定が長い場合よりも、前記ガイダンス表示の表示時間が短くなる
ように制御することを特徴とする請求項１乃至８の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、
　前記第１の画面を表示している場合は、前記選択手段により選択された少なくとも１つ
の設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記選択手段による選択
から第３の時間経過した後、前記第１の時間だけ重畳して表示するように制御し、
　前記第２の画面を表示している場合は、前記選択手段により選択された少なくとも１つ
の設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記選択手段による選択
から前記第３の時間よりも長い第４の時間経過した後、前記第２の時間だけ重畳して表示
するように制御することを特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　表示制御手段が、画像表示中に複数の設定項目を当該画像上に重畳して表示する第１の
画面、あるいは前記画像を非表示の状態で前記複数の設定項目を表示手段に表示する第２
の画面を表示するように制御する表示制御工程と、
　取得手段が、前記第１の画面及び前記第２の画面のいずれかを前記表示手段に表示して
いる場合に、前記複数の設定項目のうち、少なくとも１つの設定項目を選択する選択工程
と、
　制御手段が、前記第１の画面を表示している場合は、前記選択工程において選択された
少なくとも１つの設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記第１
の画面に第１の時間だけ重畳して表示するように制御し、
　前記第２の画面を表示している場合は、前記選択工程において選択された少なくとも１
つの設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、前記第２の画面に前記
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第１の時間よりも短い第２の時間だけ、少なくとも他の表示物の一部に重畳して表示する
ように制御する制御工程とを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載された撮像装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載された撮像装置の各手段とし
て機能させるためのプログラムが記録されたコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置の設定項目に対するガイダンス表示に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル一眼レフカメラ等の撮像装置は、撮影に関する設定項目を手動で設定可能な、
所謂マニュアル撮影モード等を備えるものがあり、ユーザは撮影前に好みの設定を行った
上で所望の画像を撮影することができる。また撮像装置の中には、様々な撮影効果を施し
た画像を撮像可能にする機能が備えられる等、多機能化がなされているものもあり、ユー
ザが設定可能な項目や機能は益々増加している。
【０００３】
　このように多数の機能や設定項目をユーザが使用するためには、ユーザが撮像装置のマ
ニュアル等を読み、当該機能や設定項目に対して理解があることが望ましいが、撮像装置
の様々な年齢層への普及等を鑑みると現実的ではない。このため、撮像装置の中には、撮
像装置が用意する機能や設定項目に対して、選択時に簡単な説明文をガイダンス表示とし
てユーザに呈示するものもある。
【０００４】
　しかしながら、撮像装置が備える小型ＬＣＤ等の表示装置は、表示領域のサイズが限ら
れているため、ガイダンス表示の表示により表示領域の一部が覆われ、画像の閲覧時等、
ユーザの所望する画像や情報が表示される表示領域を遮ってしまうことがあった。
【０００５】
　特許文献１には、画像を再生するモードの場合はガイダンス表示を行わないように制御
し、撮影モード等のそれ以外のモードではガイダンス表示を一定時間、あるいはユーザに
よる操作がなされるまで表示する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１８７２００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら撮像装置の中には、ライブビュー画面等、撮像装置が備える表示装置に画
像を表示しているか否かにより、ユーザに表示する設定項目のＧＵＩ表示方法や配置が異
なるものがある。このような撮像装置では、同じ設定項目であってもユーザに表示する設
定項目の表示形態によっては、ガイダンス表示を行うことにより遮蔽される程度が異なる
ため、表示形態を考慮してガイダンス表示の有無、大きさ、または表示時間を異ならせる
ことが好ましい。
【０００８】
　上述した特許文献１では、異なるモードで画像上に重畳されるガイダンス表示の有無を
異ならせているが、同一の設定項目に対して画像が表示されているか否かに応じてガイダ
ンス表示の有無、あるいは表示時間を異ならせることについては考慮されていなかった。
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【０００９】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、設定項目の表示形態に応じた好
適なガイダンス表示の提示を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前述の目的を達成するために、本発明の撮像装置は、以下の構成を備える。
　画像表示中に複数の設定項目を当該画像上に重畳して表示する第１の画面、あるいは画
像を非表示の状態で複数の設定項目を表示する第２の画面を表示手段に表示するように制
御する表示制御手段と、第１の画面及び第２の画面のいずれかを表示手段に表示している
場合に、複数の設定項目のうち、少なくとも１つの設定項目を選択する選択手段と、第１
の画面を表示している場合は、選択手段により選択された少なくとも１つの設定項目につ
いて、当該設定項目に関するガイダンス表示を、第１の画面に第１の時間だけ重畳して表
示するように制御し、第２の画面を表示している場合は、選択手段により選択された少な
くとも１つの設定項目について、当該設定項目に関するガイダンス表示を、第２の画面に
第１の時間よりも短い第２の時間だけ、少なくとも他の表示物の一部に重畳して表示する
ように制御する制御手段とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　このような構成により本発明によれば、設定項目の表示形態に応じた好適なガイダンス
表示の提示を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの外観図
【図２】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの機能構成を示したブロック図
【図３】本発明の実施形態に係る設定項目及びガイダンス表示の表示例を示した図。
【図４】本発明の実施形態に係る設定画面表示制御処理のフローチャート。
【図５】本発明の実施形態に係るガイダンス表示制御処理のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の好適な一実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、以
下に説明する一実施形態は、撮像装置の一例としての、ライブビュー画面の表示の有無に
応じて撮影設定の設定項目及びガイダンス表示のＧＵＩの表示形態が異なるデジタルカメ
ラに、本発明を適用した例を説明する。しかし、本発明は、表示部における画像の表示の
有無に応じて設定項目及びガイダンス表示のＧＵＩの表示形態が異なる任意の機器に適用
可能である。また、本明細書において「ライブビュー画面」とは、後述する撮像されたス
ルー画像を表示装置に表示させた場合の画面表示方法であり、ライブビュー画面により当
該表示装置をデジタルカメラの電子ビューファインダとして機能させることができる。ま
た「設定画面」とは、ライブビュー画面を表示せずにデジタルカメラの設定を行うメニュ
ー画面であり、複数の設定項目が選択可能に配置され、ユーザは当該設定項目を選択する
ことで個々の設定項目の詳細設定を行えるものとする。
【００１４】
　なお、本実施形態に係るデジタルカメラでは、ユーザはライブビュー画面に重畳して表
示される設定項目の選択、あるいは設定画面に遷移した上での設定項目の選択により、撮
影設定を行えるものとして説明する。また、設定項目を示すＧＵＩの配置等の表示形態は
それぞれの画面において異なっており、設定項目それぞれの説明をユーザに呈示するため
のガイダンス表示の表示位置や領域の大きさも異なるものとする。
【００１５】
　（デジタルカメラの外観）
　図１に、本発明の実施形態に係るデジタルカメラ１００の外観図を示す。図示されるよ
うに、デジタルカメラ１００には、光学ファインダ１２１、表示部１１３、シャッタスイ
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ッチ１１５、モード切替スイッチ１１６、電源スイッチ１１７、及びコントローラホイー
ル１１８が備えられている。また、決定スイッチ等の各種操作部材は、操作部１１４とし
て統合して示されている。デジタルカメラ１００の底部には、記録媒体２００を格納する
ためのスロットである記録媒体Ｉ／Ｆ１２０があり、記録媒体２００が挿入されている場
合は撮影された静止画及び動画は当該記録媒体２００に記録される。
【００１６】
　（デジタルカメラの機能構成）
　図２は、本発明の実施形態に係るデジタルカメラ１００の機能構成を示すブロック図で
ある。
【００１７】
　システム制御部１０１は、例えばＣＰＵであり、デジタルカメラ１００が備える各ブロ
ックの動作を制御する。具体的にはシステム制御部１０１は、例えば不揮発性メモリ１０
２に記憶されている後述する設定項目表示制御処理のプログラムを読み出し、システムメ
モリ１０３に展開して実行することにより、デジタルカメラ１００が備える各ブロックの
動作を制御する。不揮発性メモリ１０２は、例えばＥＥＰＲＯＭ等の電気的に消去・記録
可能なメモリであり、デジタルカメラ１００が備える各ブロックの動作プログラムに加え
、各ブロックの動作において必要なパラメータ等が記憶される。システムメモリ１０３は
、例えばＲＡＭであり、デジタルカメラ１００が備える各ブロックの動作プログラムの展
開領域としてだけではなく、各ブロックの動作において出力された中間データ等が一時的
に記憶される領域としても用いられる。
【００１８】
　なお、本実施形態ではハードウェアとしてデジタルカメラ１００が備える各ブロックに
おいて各処理が実現されるものとして説明するが、本発明の実施はこれに限らず、各ブロ
ックの処理は当該各ブロックと同様の処理を行うプログラムで実現されてもよい。
【００１９】
　撮影レンズ１０５は、フォーカスレンズを含むデジタルカメラ１００が備える撮影レン
ズ郡であり、絞り、ＮＤフィルタ機能を備えるシャッタ１０６を介して光学像を撮像部１
０７に結像する。撮像部１０７は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子であり、
撮影レンズ１０５を介して結像された光学像をアナログ画像信号に変換してＡ／Ｄ変換部
１０８に出力する。Ａ／Ｄ変換部１０８は、撮像部１０７から入力されたアナログ画像信
号に対してＡ／Ｄ変換処理を適用することにより、デジタル画像信号（画像）に変換する
。バリア１０４は、撮影レンズ１０５、シャッタ１０６、撮像部１０７を含む撮像系を覆
うことにより、当該撮像系の汚れや破損を防止する。
【００２０】
　画像処理部１０９は、Ａ／Ｄ変換部１０８から出力された画像、または後述するメモリ
制御部１１０によりメモリ１１１から読み出された画像に対し、所定の画素補間、縮小と
いったリサイズ処理や色変換処理を実行するブロックである。また、画像処理部１０９は
、撮像によりＡ／Ｄ変換部１０８より入力された画像を用いて露光制御、測距制御に係る
演算処理を実行し、演算結果をシステム制御部１０１に出力する。システム制御部１０１
は、当該演算結果に基づき、不図示の駆動系により撮影レンズ１０５及びシャッタ１０６
を動作させて露光制御及び測距制御を行う。
【００２１】
　本実施形態のデジタルカメラ１００は、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オ
ートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理を採用しているものとする。なお、ＡＥ処
理はシャッタスピード、絞り、ＮＤフィルタの制御、及び画像処理部１０９においてデジ
タル画像信号に適用されるゲインの制御を行われる。また画像処理部１０９は、撮像した
画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡ
ＷＢ（オートホワイトバランス）処理も実行する。
【００２２】
　なお、デジタルカメラ１００では通常の動画像を撮影するモードでの使用においてＡＦ
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処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理はリアルタイムに実行されるものとする。しかしながら、各
処理のオート実行設定を解除した場合には、マニュアルで各処理のパラメータを設定する
ことができるものとする。
【００２３】
　メモリ制御部１１０は、メモリ１１１からの情報の読み出し、及びメモリ１１１への情
報の書き込みを制御するブロックである。メモリ制御部１１０は、Ａ／Ｄ変換部１０８よ
り入力されたデジタル画像信号、または画像処理部１０９により各種処理が適用されて出
力された画像信号を、メモリ１１１に書き込む。メモリ１１１は、動画像の撮影中の動画
像のフレームに係る画像群に加え、撮影中の音声の情報も書き込まれるため、当該情報を
格納するために十分な記憶容量を有するように設計されているものとする。
【００２４】
　なお、メモリ１１１には撮像により得られた画像に加え、後述する表示部１１３に表示
される表示画像も書き込まれる。当該表示画像を表示部１１３に表示する場合は、メモリ
１１１により当該表示画像が読み出され、表示部１１３に表示するために後述するＤ／Ａ
変換部１１２に出力されるものとする。
【００２５】
　Ｄ／Ａ変換部１１２は、入力されたデジタル画像信号に対してＤ／Ａ変換処理を適用す
ることにより、得られたアナログ画像信号を表示部１１３に出力して表示させる。表示部
１１３は、例えば小型ＬＣＤ等の表示装置であり、Ｄ／Ａ変換部１１２より出力されたア
ナログ画像信号が表示される。なお、表示部１１３は、撮像によりＡ／Ｄ変換部１０８が
逐次出力したデジタル画像信号がＤ／Ａ変換部１１２に入力され、再びアナログ画像信号
（スルー画像）に変換されて表示部１１３に表示されることにより、電子ビューファイン
ダとして機能する。表示部１１３への表示は、システム制御部１０１により表示制御され
るものとして以下に説明するが、表示制御用の回路等が別途設けられてもよい。
【００２６】
　システムタイマ１１９は、デジタルカメラ１００に内蔵されるタイマであり、システム
制御部１０１により実行される各プログラムや処理における経過時間の計測やタイムスタ
ンプ等に用いられる。
【００２７】
　操作部１１４、シャッタスイッチ１１５、モード切替スイッチ１１６、電源スイッチ１
１７、及びコントローラホイール１１８は、デジタルカメラ１００が備えるユーザインタ
フェースである。当該ユーザインタフェースは、ユーザがそれぞれの操作部材を操作する
ことにより入力された操作信号を解析し、入力された操作内容をシステム制御部１０１に
伝送する。
【００２８】
　シャッタスイッチ１１５は、押し込まれたストロークにより２種類の指示、撮影準備指
示、及び撮影指示をデジタルカメラ１００に与えるための操作部材である。具体的にはシ
ャッタスイッチ１１５は、半押し状態にされた場合に撮影準備指示であるＳＷ１信号を出
力し、さらに全押し状態にされた場合に撮影指示であるＳＷ２信号を出力する。システム
制御部１０１は、ＳＷ１信号を受信した場合、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自
動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処
理等の動作を開始する。またシステム制御部１０１は、ＳＷ２信号を受信した場合、撮像
部１０７からの信号読み出しから記録媒体２００に画像データを書き込むまでの一連の撮
影処理の動作を開始する。
【００２９】
　モード切替スイッチ１１６は、デジタルカメラ１００の動作モードを静止画撮影モード
、動画撮影モード、再生モード等のいずれかに切り替える。静止画撮影モードには、オー
ト撮影モード、オートシーン判別モード、マニュアルモード、撮影シーン別の撮影設定で
ある各種シーンモード、プログラムＡＥモード、カスタムモード等が含まれる。モード切
替スイッチ１１６で、静止画撮影モードに含まれるこれらのモードのいずれかに直接切り
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替えられる。あるいは、モード切替スイッチ１１６で静止画撮影モードに一旦切り換えた
後に、静止画撮影モードに含まれるこれらのモードのいずれかに、他の操作部材を用いて
切り替えるようにしてもよい。同様に、動画撮影モードにも複数のモードが含まれていて
もよい。
【００３０】
　電源スイッチ１１７は、デジタルカメラ１００の起動あるいは終了を指示するための操
作部材である。ユーザにより電源スイッチ１１７が操作され、デジタルカメラ１００の電
源がＯＮ状態にされると、システム制御部１０１は起動時の準備処理を実行し、また電源
がＯＦＦ状態にされると、システム制御部１０１は終了処理を実行する。
【００３１】
　コントローラホイール１１８は、回転操作可能な操作部材であり、操作部１１４に含ま
れる方向スイッチと共に選択項目を指示する際などに使用される。コントローラホイール
１１８を回転操作すると、操作量に応じて電気的なパルス信号が発生し、このパルス信号
に基づいてシステム制御部１０１はデジタルカメラ１００の各部を制御する。このパルス
信号によって、コントローラホイール１１８が回転操作された角度や、何回転したかなど
を判定することができる。なお、コントローラホイール１１８は回転操作が検出できる操
作部材であればどのようなものでもよい。例えば、ユーザの回転操作に応じてコントロー
ラホイール１１８自体が回転してパルス信号を発生するダイヤル操作部材であってもよい
。また、タッチセンサよりなる操作部材で、コントローラホイール１１８自体は回転せず
、コントローラホイール１１８上でのユーザの指の回転動作などを検出するものであって
もよい（所謂、タッチホイール）。
【００３２】
　その他の操作部材は、操作部１１４として統合して示されている。各操作部材は、表示
部１１３に表示された種々の機能アイコンの選択操作等、場面ごとに適宜機能が割り当て
られ、各種機能スイッチとして作用する。機能スイッチとしては、例えば終了スイッチ、
戻るスイッチ、画像送りスイッチ、ジャンプスイッチ、絞込みスイッチ、属性変更スイッ
チ等がある。例えば、メニュースイッチが押されると各種の設定可能なメニュー画面が表
示部１１３に表示される。利用者は、表示部１１３に表示されたメニュー画面と、上下左
右の４方向スイッチやＳＥＴスイッチとを用いて直感的に各種設定を行うことができる。
【００３３】
　記録媒体Ｉ／Ｆ１２０は、例えばメモリカードやＨＤＤ等の、デジタルカメラ１００に
着脱可能に接続される記録装置である記録媒体２００とデジタルカメラ１００とを接続す
るためのインタフェースである。記録媒体２００には、例えば記録媒体Ｉ／Ｆ１２０を介
して、所定の符号化形式に従って画像処理部１０９により符号化された動画像の画像及び
音声が記録される。
【００３４】
　（設定項目及びガイダンス表示の表示形態）
　ここで、本実施形態のデジタルカメラ１００において、撮影モードで表示部１１３に表
示されるＧＵＩの表示形態について図３を参照して説明する。上述したように、本実施形
態のデジタルカメラ１００は、ライブビュー画面の表示有無によりユーザが設定可能な設
定項目のＧＵＩの表示形態が異なる。
【００３５】
　なお、本実施形態のデジタルカメラ１００は、例えば操作部１１４が備えるライブビュ
ー表示切替スイッチ（不図示）をユーザが操作することにより、表示部１１３におけるラ
イブビュー画面の表示有無が切り替えられる。またさらにデジタルカメラ１００が撮影モ
ードにある際に、例えば操作部１１４が備える設定スイッチ（不図示）をユーザが操作し
た場合、撮影設定を変更する設定項目が表示されるものとする。具体的には、表示部１１
３にライブビュー画面が表示されていた場合は当該ライブビュー画面に設定項目が重畳し
て表示され、ライブビュー画面が表示されていない場合は設定画面に遷移する。
【００３６】
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　図３には、ライブビュー画面が表示されている際、あるいは設定画面が表示されている
際の通常状態、設定項目が表示され、かつ設定項目の１つが選択された状態、及び設定項
目に係るガイダンス表示がなされている状態が示されている。
【００３７】
　図３（ａ）のように表示部１１３にライブビュー画面が表示されている場合、当該画面
には現在の撮影設定及び電池残量等がアイコン等（３０１）を用いて簡易表示されている
。例えば操作部１１４が備える設定スイッチをユーザが操作したことにより、表示部１１
３の表示は図３（ｂ）に示すような設定項目のアイコン３０２が表示領域の左端に沿って
配置された状態（第１の画面）になる。ライブビュー画面３００に対して設定項目３０２
を重畳表示する場合、ライブビュー画面３００を確認しつつ撮影設定を変更可能であるこ
とがユーザにとって好ましいと考えられる。即ち、設定項目３０２はライブビュー画面の
画像（スルー画像）３００を遮蔽する領域をなるべく少なくするよう、小型のアイコンを
用いて簡略化して表示される。ユーザは例えば操作部１１４が備える上下キースイッチ等
を操作して当該設定項目を選択することにより、各種撮影設定を変更することが可能とな
る。選択された設定項目は３０３のような反転表示や着色等により識別可能に表示される
。図３（ｂ）の例では「画像特性設定」の設定項目が選択されている状態が示されている
。
【００３８】
　表示部１１３に図３（ａ）のようなライブビュー画面が非表示の状態で、例えばユーザ
により設定スイッチへの操作入力がなされた場合は、図３（ｄ）のような設定画面３１０
（第２の画面）が表示される。ライブビュー画面が表示されていた場合と異なり、設定画
面３１０においてはライブビュー画面の画像３００を提示する必要がないため、複数の設
定項目は表示領域全体を用いて配置され、より視認性の高い選択項目の呈示を行うことが
できる。設定画面において設定項目の１つ（３１１）が選択された場合は、図３（ｂ）と
同様に反転表示、あるいは図３（ｅ）に示すような着色されることにより識別可能に表示
される。図３（ｅ）の例では、図３（ｂ）と同様に「画像特性設定」の設定項目が選択さ
れている状態が示されている。
【００３９】
　また本実施形態のデジタルカメラ１００では、設定項目３０３が選択されている状態で
ユーザによる操作が所定時間なされなかった場合、設定項目に加え、選択されている設定
項目の説明であるガイダンス表示３０４がさらに重畳して表示部１１３に表示される。
【００４０】
　ライブビュー画面が表示されている場合、上述したようにライブビュー画面の画像３０
０を遮蔽する領域をなるべく少なくするよう、ガイダンス表示３０４が表示されることが
好ましい。特に表示部１１３の表示領域の中心には主被写体となる被写体が存在すること
が想定されるため、ガイダンス表示３０４は図３（ｃ）のように表示領域の右上端の領域
に表示される。なお、ライブビュー画面の画像において主被写体となる領域を検出し、当
該領域を遮蔽しないように、ガイダンス表示３０４を重畳する位置が変更されてもよい。
また、ライブビュー画面の画像３００上においてガイダンス表示３０４により遮蔽される
情報量を減らすために、設定項目３０２及びガイダンス表示３０４は半透過状態としても
よい。
【００４１】
　設定画面３１０が表示されている場合、複数の設定項目は視認性の向上を目的として表
示部１１３の表示領域の全体を用いて配置されているため、図３（ｆ）のようにガイダン
ス表示３１２は一部の設定項目を遮蔽して表示されることになる（３０４）。なお、ガイ
ダンス表示３１２は、選択されている設定項目３１１に関する説明をユーザに対して呈示
するものであるため、当該選択されている設定項目３１１については遮蔽しないように表
示されるものとする。
【００４２】
　図からもわかるように、ライブビュー画面上における設定項目のガイダンス表示３０４
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と設定画面における設定項目のガイダンス表示３１２とは、表示形態が異なる。ライブビ
ュー画面上において撮影設定の変更を行う場合は、ライブビュー画面がユーザに対して呈
示されていることが前提であるため、ライブビュー画面の画像３００を遮蔽しないように
設定項目及びガイダンス表示３０４が表示される。これに対し、設定画面３１０は設定項
目のユーザへの呈示が主たる目的となるため、設定画面３１０において撮影設定の変更を
行う場合は、設定項目が表示部１１３の表示領域全体に並べられて表示され、その上にガ
イダンス表示３１２が重畳されることになる。
【００４３】
　即ち、ライブビュー画面においてガイダンス表示３０４の表示される領域及び設定項目
３０２の表示される領域の表示部１１３の表示領域に対する比率は、設定画面３１０にお
ける比率より小さくなる。つまり、ライブビュー画面においてはガイダンス表示３０４と
設定項目３０２とが重ならずに表示されるようにガイダンス表示３０４及び設定項目３０
２とを配置することも可能であり、設定画面３１０に比べてユーザに対して呈示する情報
を遮蔽する可能性が低い。また一方で、設定画面３１０においては設定項目の視認性を向
上させるために表示部１１３の表示領域全体に並ぶように設定項目を配置した場合、ガイ
ダンス表示を重畳表示する際は少なくとも１つの設定項目を遮蔽してしまうことになる。
【００４４】
　このため、設定画面３１０に表示されるガイダンス表示３１２については、重畳表示す
ることより設定項目が遮蔽されてしまうため、設定項目の視認性が低く、ユーザに混乱あ
るいは設定において支障をきたす可能性がある。即ち、設定画面３１０に表示されるガイ
ダンス表示３１２の表示時間は、ライブビュー画面におけるガイダンス表示３０４の表示
時間に比べ、短く設定することが好適であると考えられる。
【００４５】
　これに対し、ライブビュー画面におけるガイダンス表示３０４は、ライブビュー画面の
画像３００をなるべく遮蔽しないように表示されるため、小さい文字サイズで表示される
、あるいは半透過状態で表示されると考えられる。即ち、ライブビュー画面上に表示され
るガイダンス表示３０４の表示時間は、設定画面３１０におけるガイダンス表示３１２の
表示時間に比べて長く設定し、ユーザに対してガイダンス表示３０４が視認しやすいよう
にすることが好適であると考えられる。
【００４６】
　（設定項目表示制御処理）
　このような構成をもつ本実施形態のデジタルカメラ１００の、撮影設定の変更に係る設
定項目表示制御処理について、図４のフローチャートを用いて具体的な処理を説明する。
当該フローチャートに対応する処理は、システム制御部１０１が、例えば不揮発性メモリ
１０２に記憶されている対応する処理プログラムを読み出し、システムメモリ１０３に展
開して実行することにより実現することができる。なお、本設定項目表示制御処理は、例
えばデジタルカメラ１００が撮影モードで起動中に、ユーザからの操作部１１４が備える
設定スイッチへの操作入力がなされた際に開始されるものとして説明する。
【００４７】
　なお、本設定項目表示制御処理において、以下の変数及び定数を用いて説明を行う。
　・変数
　　１．設定項目の表示開始時刻　Ｔｓ
　　２．ガイダンス表示の待機開始時刻　Ｔｇｗ
　　３．ガイダンス表示の表示開始時刻　Ｔｇｓ
　　４．ガイダンス表示の待機状態であるか否かを示すフラグ　Ｆｇｗ
　　５．ガイダンス表示を表示するか否かを示すフラグ　Ｆｇｐ
　・定数
　　１．ガイダンス表示を表示するまでの待機時間　Ｔ０
　　２．設定画面におけるガイダンス表示の表示時間　Ｔ１
　　３．ライブビュー画面におけるガイダンス表示の表示時間　Ｔ２
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　　４．設定項目の表示時間　Ｔ３
【００４８】
　また、以下の説明では時刻に関する変数に対してシステムタイマ１１９より読み出され
た現在の時刻を代入するものとして説明するが、本発明の実施はこれに限らず、例えばデ
ジタルカメラ１００が起動してからの時間、処理フレーム数等の情報を用いてもよい。ま
た例えば、上述した定数は不揮発性メモリ１０２、変数はシステムメモリ１０３に記憶さ
れ、システム制御部１０１により適宜読み出し、あるいは書き込み、更新することにより
用いられるものとして説明する。また、変数のうち、フラグＦｇｗの処理開始時の初期値
はＯＮ、フラグＦｇｐの初期値はＯＦＦと設定されているものとする。
【００４９】
　なお、定数であるＴ１及びＴ２は、上述したようにライブビュー画面の表示の有無によ
りガイダンス表示の好適な表示時間が異なる点に基づき、Ｔ１＜Ｔ２として設定される。
即ち、本実施形態では、ライブビュー画面の画像が表示されている場合は表示されていな
い場合に比べ、ガイダンス表示の表示時間が長く設定される。
【００５０】
　処理が開始すると、まずＳ４０１でシステム制御部１０１は、システムメモリ１０３に
記憶されている設定項目の表示開始時刻Ｔｓ及びガイダンス表示の待機開始時刻Ｔｇｗに
、システムタイマ１１９より取得した現在の時刻の情報を代入する。
【００５１】
　そしてＳ４０２でシステム制御部１０１は、例えば不揮発性メモリ１０２に記憶されて
いる設定項目のＧＵＩ、あるいはライブビュー画面の表示がなされていない場合は設定画
面のＧＵＩを読み出し、メモリ制御部１１０に伝送する。メモリ制御部１１０は、システ
ム制御部１０１の制御のもと、メモリ１１１において複数の設定項目が配置された表示画
面を生成し、Ｄ／Ａ変換部１１２におけるＤ／Ａ変換を介して表示部１１３に当該表示画
面を表示させる。これにより、表示部１１３には設定項目が重畳されたライブビュー画面
、あるいは設定画面が表示される。
【００５２】
　なお、本実施形態のデジタルカメラ１００では、ライブビュー画面の表示の有無に限ら
ず、設定項目が表示部１１３に表示された場合、１つの設定項目が予め選択されるものと
する。予め選択される設定項目は毎回固定であってもよいし、最後にユーザにより選択さ
れた設定項目が選択される構成であってもかまわない。また、選択されている設定項目の
情報は例えばシステムメモリ１０３に記憶される。
【００５３】
　また、本ステップにおいてシステム制御部１０１はガイダンス表示を表示するか否かを
示すフラグＦｇｐがＯＮである場合は、選択されている設定項目のガイダンス表示のＧＵ
Ｉを不揮発性メモリ１０２より読み出して、メモリ制御部１１０に伝送する。そして同様
に、当該ガイダンス表示のＧＵＩが表示画面に重畳表示されるように、システム制御部１
０１はメモリ制御部１１０を制御する。
【００５４】
　Ｓ４０３で、システム制御部１０１は、ユーザによりコントローラホイール１１８が操
作されたか否かを判断する。具体的にはシステム制御部１０１は、コントローラホイール
１１８をユーザが操作することによりコントローラホイール１１８から出力された操作信
号を受信したか否かにより、操作の有無を判断する。システム制御部１０１は、ユーザに
よりコントローラホイール１１８が操作されたと判断した場合は処理をＳ４０４に移し、
操作されていないと判断した場合は処理をＳ４０８に移す。
【００５５】
　なお、本実施形態では、表示部１１３に表示された設定項目の選択は操作部１１４が備
える４方向キースイッチで行い、選択された設定項目の設定変更についてはコントローラ
ホイール１１８で行われるものとして説明する。
【００５６】
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　Ｓ４０４で、システム制御部１０１は、コントローラホイール１１８をユーザが操作す
ることにより入力された信号に従い、選択された設定項目の設定内容（例えば設定値）を
変更する。具体的には設定項目の設定内容は例えば列挙型で構成された設定値で不揮発性
メモリ１０２において管理され、システム制御部１０１は入力された信号に従って選択さ
れた設定項目の設定値を変更し、再び記憶させればよい。
【００５７】
　Ｓ４０５で、システム制御部１０１は、ガイダンス表示が表示部１１３に表示されてい
る場合は表示を終了する。具体的にはシステム制御部１０１は、システムメモリ１０３に
記憶されているガイダンス表示を表示するか否かを示すフラグＦｇｐをＯＦＦに更新する
。なお、本実施形態ではシステム制御部１０１は、フラグＦｇｐがＯＮである場合にのみ
不揮発性メモリ１０２よりガイダンス表示のＧＵＩを読み出してメモリ制御部１１０に伝
送し、表示画像にガイダンス表示を重畳させるように処理する。即ち、本ステップにおい
てガイダンス表示を表示するか否かを示すフラグＦｇｐを強制的にＯＦＦに更新すること
で、システム制御部１０１はガイダンス表示の重畳表示を終了することができる。
【００５８】
　Ｓ４０６で、システム制御部１０１は、現在選択されている設定項目に対して、ガイダ
ンス表示を表示させないよう、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示の
待機状態であるか否かを示すフラグＦｇｗをＯＦＦに更新する。これは、現在設定の変更
がなされている設定項目については、既に当該設定項目の内容をユーザが理解しているも
のと判断できるからであり、当該設定項目が選択されている間はガイダンス表示を行わな
いものとしてシステム制御部１０１は待機状態を解除する。
【００５９】
　Ｓ４０７で、システム制御部１０１は、ユーザによる操作がなされたため、表示部１１
３における設定項目の表示を消去する、タイムアウト時間の計測の基準となる時刻を更新
する。具体的にはシステム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻を取得
し、システムメモリ１０３に記憶されている設定項目の表示開始時刻Ｔｓの値を取得した
現在の時刻で更新する。なお、本実施形態では表示部１１３に表示された設定項目は、ユ
ーザによる操作がなされずに設定項目の表示時間Ｔ３が経過した場合に、自動的に消去さ
れるものとする。
【００６０】
　またＳ４０３でユーザによりコントローラホイール１１８が操作されていないと判断さ
れた場合、Ｓ４０８でシステム制御部１０１はユーザにより操作部１１４が備える４方向
キーが操作されたか否かを判断する。具体的にはシステム制御部１０１は、４方向キーを
ユーザが操作することにより操作部１１４から出力された操作信号を受信したか否かによ
り操作の有無を判断する。システム制御部１０１は、ユーザにより操作部１１４が備える
４方向キーが操作されたと判断した場合は処理をＳ４０９に移し、操作されていないと判
断した場合は処理をＳ４１３に移す。
【００６１】
　Ｓ４０９で、システム制御部１０１は、操作部１１４が備える４方向キーをユーザが操
作することにより入力された信号に従い、選択する設定項目を変更する。システム制御部
１０１は、操作部１１４より入力された信号に従い、新たに選択された設定項目を特定し
、当該新たに選択された設定項目の情報で、不揮発性メモリ１０２に記憶されている選択
されている設定項目の情報を更新する。
【００６２】
　Ｓ４１０で、システム制御部１０１は、Ｓ４０５と同様にガイダンス表示が表示部１１
３に表示されている場合は表示を終了する。具体的にはシステム制御部１０１は、システ
ムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示を表示するか否かを示すフラグＦｇｐを
ＯＦＦに更新する。
【００６３】
　Ｓ４１１で、システム制御部１０１は、新たに選択された設定項目に対して、操作が所
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定時間なかった場合にガイダンス表示を表示するため、システムメモリ１０３に記憶され
ているガイダンス表示の待機状態であるか否かを示すフラグＦｇｗをＯＮに更新する。ま
たシステム制御部１０１はガイダンス表示の待機状態であるか否かを示すフラグＦｇｗを
ＯＮに更新するとともに、システムタイマ１１９より取得した現在の時刻の値をガイダン
ス表示の待機開始時刻Ｔｇｗに代入する。これによりシステム制御部１０１は、新たに選
択された設定項目が、時刻Ｔｇｗからガイダンス表示の待機状態であるものとして設定す
ることができる。
【００６４】
　Ｓ４１２で、システム制御部１０１は、Ｓ４０７と同様にユーザによる操作がなされた
ため、表示部１１３における設定項目の表示を消去する、タイムアウト時間の計測の基準
となる時刻を更新する。具体的にはシステム制御部１０１は、システムタイマ１１９より
現在の時刻を取得し、システムメモリ１０３に記憶されている設定項目の表示開始時刻Ｔ
ｓの値を取得した現在の時刻で更新する。
【００６５】
　Ｓ４０８で、ユーザにより操作部１１４が備える４方向キーが操作されていないと判断
された場合、即ち設定項目の選択あるいは撮影設定の変更に係る操作入力がなされていな
い場合、システム制御部１０１はＳ４１３でガイダンス表示制御処理を実行する。
【００６６】
　（ガイダンス表示制御処理）
　ここで、ガイダンス表示制御処理について図５のフローチャートを用いてさらに具体的
に説明する。
【００６７】
　Ｓ５０１で、システム制御部１０１は、現在表示部１１３にガイダンス表示が表示され
ているか否かを判断する。具体的にはシステム制御部１０１は、システムメモリ１０３に
記憶されているガイダンス表示を表示するか否かを示すフラグＦｇｐを読み出し、当該フ
ラグがＯＮであるか否かを判断する。システム制御部１０１は、ガイダンス表示が表示さ
れていると判断した場合は処理をＳ５０６に移し、表示されていないと判断した場合は処
理をＳ５０２に移す。
【００６８】
　Ｓ５０２で、システム制御部１０１は、デジタルカメラ１００の現在の状態がガイダン
ス表示の待機状態であるか否かを判断する。具体的にはシステム制御部１０１は、システ
ムメモリ１０３記憶されているガイダンス表示の待機状態であるか否かを示すフラグＦｇ
ｗを読み出し、当該フラグがＯＮであるか否かを判断する。システム制御部１０１は、ガ
イダンス表示の待機状態であると判断した場合は処理をＳ５０３に移し、待機状態でない
と判断した場合は本ガイダンス表示制御処理を完了する。
【００６９】
　Ｓ５０３で、システム制御部１０１は、ガイダンス表示の待機状態であった時間が、ガ
イダンス表示を表示するまでの待機時間Ｔ０に達したか否かを判断する。具体的にはシス
テム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻の情報を取得し、システムメ
モリ１０３に記憶されているガイダンス表示の待機開始時刻Ｔｇｗを減算することにより
、待機状態であった時間を算出する。そしてシステム制御部１０１は、算出したガイダン
ス表示の待機状態であった時間が、不揮発性メモリ１０２に記憶されているガイダンス表
示を表示するまでの待機時間Ｔ０に達しているか否かを判断する。システム制御部１０１
は、ガイダンス表示の待機状態であった時間がＴ０に達していると判断した場合は処理を
Ｓ５０４に移し、達していないと判断した場合は本ガイダンス表示制御処理を完了する。
【００７０】
　Ｓ５０４で、システム制御部１０１は、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させるた
めに、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示を表示するか否かを示すフ
ラグＦｇｐをＯＮに更新する。このようにすることで、次に設定項目表示制御処理のＳ４
０２に処理が至った際に、選択されている設定項目のガイダンス表示を表示部１１３に表
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示させることができる。またシステム制御部１０１は、ガイダンス表示の待機状態が終了
したため、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示の待機状態であるか否
かを示すフラグＦｇｗをＯＦＦに更新する。
【００７１】
　Ｓ５０５で、システム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻を取得し
、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示の表示開始時刻Ｔｇｓに代入し
、本ガイダンス表示制御処理を完了する。
【００７２】
　またＳ５０１でガイダンス表示が表示されていると判断した場合、システム制御部１０
１はＳ５０６で現在の表示部１１３の表示設定が、ライブビュー画面表示であるか否かを
判断する。具体的にはシステム制御部１０１は、システムメモリ１０３に記憶されている
現在の表示設定の情報を読み出し、当該情報が複数の設定項目が重畳されたライブビュー
画面の表示設定であるか否かを判断する。システム制御部１０１は、現在の表示部１１３
の表示設定がライブビュー画面表示であると判断した場合は処理をＳ５０７に移し、ライ
ブビュー画面表示でない、即ち設定画面であると判断した場合は処理をＳ５０８に移す。
【００７３】
　Ｓ５０７で、システム制御部１０１は、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時
間が、設定画面におけるガイダンス表示の表示時間Ｔ１に達したか否かを判断する。具体
的にはシステム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻の情報を取得し、
システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示の表示開始時刻Ｔｇｓを減算する
ことにより、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時間を算出する。そしてシステ
ム制御部１０１は、算出した、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時間が、不揮
発性メモリ１０２に記憶されている設定画面におけるガイダンス表示の表示時間Ｔ１に達
しているか否かを判断する。システム制御部１０１は、ガイダンス用事を表示部１１３に
表示させた時間がＴ１に達していると判断した場合は処理をＳ５０９に移し、達していな
いと判断した場合は本ガイダンス表示制御処理を完了する。
【００７４】
　Ｓ５０８で、システム制御部１０１は、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時
間が、ライブビュー画面におけるガイダンス表示の表示時間Ｔ２に達したか否かを判断す
る。具体的にはシステム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻の情報を
取得し、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示の表示開始時刻Ｔｇｓを
減算することにより、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時間を算出する。そし
てシステム制御部１０１は、算出した、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時間
が、不揮発性メモリ１０２に記憶されているＴ２に達しているか否かを判断する。システ
ム制御部１０１は、ガイダンス表示を表示部１１３に表示させた時間がＴ２に達している
と判断した場合は処理をＳ５０９に移し、達していないと判断した場合は本ガイダンス表
示制御処理を完了する。
【００７５】
　Ｓ５０９で、システム制御部１０１は、表示部１１３におけるガイダンス表示の表示を
終了するために、システムメモリ１０３に記憶されているガイダンス表示を表示するか否
かを示すフラグＦｇｐをＯＦＦに更新し、本ガイダンス表示制御処理を完了する。
【００７６】
　このようにガイダンス表示制御処理を実行することにより、システム制御部１０１はガ
イダンス表示の表示有無及び表示時間を制御することができる。
【００７７】
　システム制御部１０１はＳ４１４で、ユーザによる操作がなされずに表示部１１３に設
定項目が表示された時間が、設定項目の表示時間Ｔ３に達したか否かを判断する。具体的
にはシステム制御部１０１は、システムタイマ１１９より現在の時刻の情報を取得し、シ
ステムメモリ１０３に記憶されている設定項目の表示開始時刻Ｔｓを減算することにより
、ユーザによる操作がなされずに設定項目が表示された時間を算出する。そしてシステム
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制御部１０１は、算出した、ユーザによる操作がなされずに設定項目が表示された時間が
、不揮発性メモリ１０２に記憶されている設定項目の表示時間Ｔ３に達しているか否かを
判断する。システム制御部１０１は、ユーザによる操作がなされずに表示部１１３に設定
項目が表示された時間が、Ｔ３に達していると判断した場合は本設定項目表示制御処理を
完了し、達していないと判断した場合は処理をＳ４０２に戻す。
【００７８】
　このようにすることで、ライブビュー画面が表示されているか否かにより、それぞれの
場合に好適な表示時間でガイダンス表示を表示するように表示部１１３の制御を実現する
ことができる。
【００７９】
　なお、本実施形態では、ライブビュー画面が表示されているか否かにより、選択された
設定項目に対するガイダンス表示の表示時間を異ならせる構成について説明したが、本発
明の実施はこれに限らない。本発明は、選択された設定項目に対するガイダンス表示の表
示時間を、当該設定項目が画像上に重畳して表示されるか否かにより異ならせるものであ
り、ライブビュー画面のスルー画像に限らず実施可能である。また、複数の選択項目を同
時に選択して変更可能な構成である場合、当該複数の選択項目のガイダンス表示がまとめ
て表示されてもよい。即ち、本発明は少なくとも１つの設定項目について、当該少なくと
も１つの設定項目を例えば記録媒体２００に記録された画像等に重畳せずに表示する場合
は、画像に重畳して表示する場合よりもガイダンス表示の表示時間を短くするものである
。
【００８０】
　また上述したように、１つの設定項目について、当該設定項目を画像に重畳せずに表示
する場合のガイダンス時間の表示時間が、画像に重畳して表示する場合の表示時間に比べ
て短くなるように制御する構成であれば、表示時間を次のように制御してもよい。
【００８１】
　例えばガイダンス表示がなされてからユーザによって当該表示が消されるまでの時間が
長い、あるいは１つの設定項目についてのガイダンス表示を表示させる回数が多い場合は
、ユーザがガイダンス表示に注目していると考えることができる。このため、当該設定項
目の表示時間が長くなるように制御してもよい。
【００８２】
　また例えば、ユーザにより設定されたシャッタスピードの設定が短い場合は、動きの速
い被写体の撮影をユーザが所望していると考えることができるため、設定項目及びガイダ
ンス表示の表示時間が全体的に短くなるように制御してもよい。
【００８３】
　さらに、例えば画像に重畳せずに設定項目を表示する画面では、ガイダンス表示の表示
により設定項目が遮蔽される可能性があるため、画像に重畳して設定項目を表示する画面
に比べ、ガイダンス表示が表示されるまでにかかる時間が長くなるようにしてもよい。
【００８４】
　（まとめ）
　以上説明したように、本発明の撮像装置は設定項目の表示形態に応じた好適なガイダン
ス表示の呈示を行うことができる。具体的には撮像装置は、画像表示中に複数の設定項目
を当該画像上に重畳して表示する第１の画面、あるいは画像を非表示の状態で複数の設定
項目を表示する第２の画面を表示する。そして複数の設定項目のうち、少なくとも１つの
設定項目を選択し、当該選択された少なくとも１つの設定項目のガイダンス表示を、所定
の時間だけ表示されている画面に重畳して表示する。このとき撮像装置は、第１の画面に
ガイダンス表示を重畳して表示する場合よりも、第２の画面にガイダンス表示を重畳して
表示する場合の方が、同一の設定項目のガイダンス表示を表示する所定の時間が短くなる
ように制御する。
【００８５】
　このようにすることで、画像に重畳せず、設定項目を表示領域全体に並べて表示した場
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合であっても、ガイダンス表示により設定項目が遮蔽されている時間を短くすることがで
きるため、ユーザの操作性を向上させることができる。
【００８６】
　なお、システム制御部１０１の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハ
ードウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
【００８７】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【００８８】
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラに適用した場合を例にし
て説明したが、これはこの例に限定されず、ガイダンス表示を行う撮像装置であれば適用
可能である。すなわち、本発明はデジタル一眼レフカメラ、デジタルビデオカメラ、カメ
ラ付きＰＤＡ、カメラ付き携帯電話端末、カメラ付き音楽プレーヤー、カメラ付きゲーム
機、カメラ付き電子ブックリーダーなどに適用可能である。
【００８９】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。

【図１】 【図２】
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